
英語コミュニケーション学科（専門教育科目）　カリキュラムチェックリスト
DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8

前

期

後

期

前

期

後

期

前

期

後

期

前

期

後

期

Reading＆Writing A [1] 必 ○ ○ ◎ ○ ○ ○

Reading＆Writing B [1] 必 ○ ○ ◎ ○ ○ ○

Academic Reading＆Writing A [1] 必 ○ ○ ○ ○ ○ ◎

Academic Reading＆Writing B [1] 必 　 ○ ○ ○ ○ ○ ◎

キャリアプランニング 2 必 ○ ○ ◎

ドイツ語基礎 [2] 選 ○ ○ ◎

ドイツ語初級 [2] 選 ○ ○ ◎

フランス語基礎 [2] 選 ○ ○ ◎

フランス語初級 [2] 選 ○ ○ ◎

中国語基礎 [2] 選 ○ ○ ◎

中国語初級 [2] 選 ○ ○ ◎

ドイツ語中級Ⅰ [1] 選 ○ ○ ○ ◎

ドイツ語中級Ⅱ [1] 選 ○ ○ ○ ◎

ドイツ語総合演習Ⅰ [1] 選 ○ ○ ○ ◎

ドイツ語総合演習Ⅱ [1] 選 ○ ○ ○ ◎

フランス語中級Ⅰ [1] 選 ○ ○ ○ ◎

フランス語中級Ⅱ [1] 選 ○ ○ ○ ◎

フランス語総合演習Ⅰ [1] 選 ○ ○ ○ ◎

フランス語総合演習Ⅱ [1] 選 ○ ○ ○ ◎

中国語中級Ⅰ [1] 選 ○ ○ ○ ◎

中国語中級Ⅱ [1] 選 ○ ○ ○ ◎

中国語総合演習Ⅰ [1] 選 ○ ○ ○ ◎

中国語総合演習Ⅱ [1] 選 ○ ○ ○ ◎

Intensive English (a) A [2] 必 ○ ○ ◎ ○ ○ ○

Intensive English (a) B [2] 必 ○ ○ ◎ ○ ○ ○

Intensive English (b) A [2] 必 ○ ○ ◎ ○ ○ ○

Intensive English (b) B [2] 必 ○ ○ ◎ ○ ○ ○

英文法 2 選 ○   ○

英語音声学 2 選   ○ ○

Advanced Intensive English (a) 
A

[2] 必 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

Advanced Intensive English (a) 
B

[2] 必 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

Advanced Intensive English (b) 
A

[2] 必 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

Advanced Intensive English (b) 
B

[2] 必 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

TOEIC A 2 選 ○ ◎ ○

TOEIC B 2 選 ○ ◎ ○

Intermediate TOEIC A 2 選 ○ ◎ ○

Intermediate TOEIC B 2 選 ○ ◎ ○

Advanced TOEIC A 2 選 ○ ◎ ○

Advanced TOEIC B 2 選 ○ ◎ ○

英語ワークショップ　A 2 選   ○ ○ ○

英語ワークショップ　B 2 選   ○ ○ ○

週２回開講

 

 

週２回開講
留学コースは

選

週２回開講

週２回開講
留学コースは

選

週２回開講

週２回開講

週２回開講

週２回開講
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選

【Ⅱ 思考力・判断力・表現力】 【Ⅲ 主体性・多様性・協同性】

区 分 授 業 科 目

単

位

数

必

選

別

標 準 開 設 年 次

1 2 3 4
免許・
資格
必選
別

他
学
科

備 考

現代社会の諸問題に
対して、グローバルな
視点から論理的に物事
を考えることができる。

自ら問いを立てて批判
的思考力を養い、深い
探求心をもって専門的
な学びを深め、論文に
まとめることができる。

21 世紀を生きるために
必要な深い教養や国
際感覚、専門的知識を
身につけ、主体的に自
己の将来のキャリアを
設計することができる。

異なる価値観の人間と
共生できる能力を身に
つけ、協同して物事に
取り組むことができる。

英語圏の文化・社会・
歴史に関する知識を深
めることで、高い洞察
力を身につけ、かつそ
れらを自分の言葉で説
明することができる。

十分な英語によるコ
ミュニケーション能力お
よび希望する職種に必
要とされる幅広い専門
知識（英語教育、ＩＴ関
連、ビジネス、観光・航
空など）とスキルを身
につけ、それぞれの進
路でそれらを実践的に
活かすことができる。

自分の意見を発信する
ために、必要な情報を
収集・分析し、それらを
まとめて適切に表現す
ることができる。

【Ⅰ 知識・技能】

グローバル社会で活躍
するために、多様な文
化・社会・歴史を尊重
し、異文化理解を深め
ることができる。

英

語

専

門

科

目

共

通

認

定

科

目
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門
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英語コミュニケーション学科（専門教育科目）　カリキュラムチェックリスト
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前
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期
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期
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期
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期

【Ⅱ 思考力・判断力・表現力】 【Ⅲ 主体性・多様性・協同性】

区 分 授 業 科 目

単

位

数

必

選

別

標 準 開 設 年 次

1 2 3 4
免許・
資格
必選
別

他
学
科

備 考

現代社会の諸問題に
対して、グローバルな
視点から論理的に物事
を考えることができる。

自ら問いを立てて批判
的思考力を養い、深い
探求心をもって専門的
な学びを深め、論文に
まとめることができる。

21 世紀を生きるために
必要な深い教養や国
際感覚、専門的知識を
身につけ、主体的に自
己の将来のキャリアを
設計することができる。

異なる価値観の人間と
共生できる能力を身に
つけ、協同して物事に
取り組むことができる。

英語圏の文化・社会・
歴史に関する知識を深
めることで、高い洞察
力を身につけ、かつそ
れらを自分の言葉で説
明することができる。

十分な英語によるコ
ミュニケーション能力お
よび希望する職種に必
要とされる幅広い専門
知識（英語教育、ＩＴ関
連、ビジネス、観光・航
空など）とスキルを身
につけ、それぞれの進
路でそれらを実践的に
活かすことができる。

自分の意見を発信する
ために、必要な情報を
収集・分析し、それらを
まとめて適切に表現す
ることができる。

【Ⅰ 知識・技能】

グローバル社会で活躍
するために、多様な文
化・社会・歴史を尊重
し、異文化理解を深め
ることができる。

ゼミナール　A 2 必 ○   ◎ ◎ ◎ ○

ゼミナール　B 2 必 ○ ◎ ◎ ◎ ○

ゼミナール　C 2 必 ○ ◎ ◎ ◎ ○

ゼミナール　D 2 必 ○ ◎ ◎ ◎ ○

卒業論文 6 選 ◎ ◎ ◎ ◎

語学研修　A 4 選 ○ ○ ○ ◎ ◎

語学研修　B 4 選 ○ ○ ○ ◎ ◎

語学研修　C 4 選 ○ ○ ○ ◎ ◎

語学研修　D 14 選 ○ ○ ○ ◎ ◎

語学研修　E 14 選 ○ ○ ○ ◎ ◎

語学研修　F 30 選 ○ ○ ○ ◎ ◎

留学概論 2 選 ○ 　 　 　 　 　 ○ ◎ ○

英語科指導法A 2 選 ○ 　 　 　 　 ◎ ○ ○ ○

英語科指導法B 2 選 ○ 　 　 ◎ ○ ○ ○

英語教育方法論 2 選 　 ○ 　 　 　 ◎ ○ ○ ○

英語科評価論 2 選 　 　 ○ 　 ◎ ○ ○ ○

小学校英語指導法 2 選 ○ ◎ ○ ○ ○

小学校英語内容論 2 選 ○ ◎ ○ ○ ○

英語科教材論 2 選 ○ ◎ ○ ○ ○

英語教育学概論A 2 選 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

英語教育学概論B 2 選 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

英語学概論 A 2 選 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

英語学概論 B 2 選 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

英語史概論 A 2 選 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

英語史概論 B 2 選 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

英語文学概論(a) A 2 選 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

英語文学概論(a) B 2 選 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

英語文学概論(b) A 2 選 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

英語文学概論(b) B 2 選 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

異文化コミュケーション概論 A 2 選 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

異文化コミュケーション概論 B 2 選 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○
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英語コミュニケーション学科（専門教育科目）　カリキュラムチェックリスト
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【Ⅱ 思考力・判断力・表現力】 【Ⅲ 主体性・多様性・協同性】

区 分 授 業 科 目

単

位

数

必

選

別

標 準 開 設 年 次

1 2 3 4
免許・
資格
必選
別

他
学
科

備 考

現代社会の諸問題に
対して、グローバルな
視点から論理的に物事
を考えることができる。

自ら問いを立てて批判
的思考力を養い、深い
探求心をもって専門的
な学びを深め、論文に
まとめることができる。

21 世紀を生きるために
必要な深い教養や国
際感覚、専門的知識を
身につけ、主体的に自
己の将来のキャリアを
設計することができる。

異なる価値観の人間と
共生できる能力を身に
つけ、協同して物事に
取り組むことができる。

英語圏の文化・社会・
歴史に関する知識を深
めることで、高い洞察
力を身につけ、かつそ
れらを自分の言葉で説
明することができる。

十分な英語によるコ
ミュニケーション能力お
よび希望する職種に必
要とされる幅広い専門
知識（英語教育、ＩＴ関
連、ビジネス、観光・航
空など）とスキルを身
につけ、それぞれの進
路でそれらを実践的に
活かすことができる。

自分の意見を発信する
ために、必要な情報を
収集・分析し、それらを
まとめて適切に表現す
ることができる。

【Ⅰ 知識・技能】

グローバル社会で活躍
するために、多様な文
化・社会・歴史を尊重
し、異文化理解を深め
ることができる。

ことばの運用A 2 選 ○ 　 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

ことばの運用B 2 選 ○ 　 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

ことばの発達A 2 選 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

ことばの発達B 2 選 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

英語の成り立ちA 2 選 ○ 　 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

英語の成り立ちB 2 選 ○ 　 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

第二言語習得論 A 2 選 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

第二言語習得論 B 2 選 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

アメリカ文学と社会　A 2 選 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

アメリカ文学と社会　B 2 選 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

アメリカ文化・文学作品研究　A 2 選 ○ 　 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

アメリカ文化・文学作品研究　B 2 選 ○ 　 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

シェイクスピアと表象文化　A 2 選 ○ 　 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

シェイクスピアと表象文化　B 2 選 ○ 　 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

小説で読むイギリス　A 2 選 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

小説で読むイギリス　B 2 選 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

◎ ○ ○ ○ ○ ○

◎ ○ ○ ○ ○ ○

◎ ○ ○ ○ ○ ○

◎ ○ ○ ○ ○ ○

◎ ○ ○ ○ ○ ○

◎ ○ ○ ○ ○ ○

◎ ○ ○ ○ ○ ○

◎ ○ ○ ○ ○ ○

Sociolinguistics A 2 選 ○ 　 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

Sociolinguistics B 2 選 ○ 　 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

Intensive English for Education 
A

4 選 ○ ◎ ○ ○ ○

Intensive English for Education 
B

4 選 ○ ◎ ○ ○ ○

Advanced Intensive English for 
Education A

4 選 ○ ◎ ○ ○ ○

Advanced Intensive English for 
Education B

4 選 ○ ◎ ○ ○ ○

ドイツ語上級A [1] 選 ○ ◎ ○ ○

ドイツ語上級B [1] 選 ○ ◎ ○ ○

フランス語上級A [1] 選 ○ ◎ ○ ○

フランス語上級B [1] 選 ○ ◎ ○ ○

中国語上級A [1] 選 ○ ◎ ○ ○

中国語上級B [1] 選 ○ ◎ ○ ○

英教必 週2回開講

英教必 週2回開講

週2回開講

週2回開講

⑪

Modern and Contemporary 
American Poetry A

2 選

Modern and Contemporary 
American Poetry B

2 選 ○

○

⑨

英国圏文化研究　B 2 選 ○

英国圏文化研究　A 2 選 ○

⑥

̠

⑦

 

⑧

 

⑩

̠
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④

③

⑤

①

①～⑪の
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せから8
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択必修

留学コー
スは選
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英語コミュニケーション学科（専門教育科目）　カリキュラムチェックリスト
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【Ⅱ 思考力・判断力・表現力】 【Ⅲ 主体性・多様性・協同性】

区 分 授 業 科 目

単

位

数

必

選

別

標 準 開 設 年 次

1 2 3 4
免許・
資格
必選
別

他
学
科

備 考

現代社会の諸問題に
対して、グローバルな
視点から論理的に物事
を考えることができる。

自ら問いを立てて批判
的思考力を養い、深い
探求心をもって専門的
な学びを深め、論文に
まとめることができる。

21 世紀を生きるために
必要な深い教養や国
際感覚、専門的知識を
身につけ、主体的に自
己の将来のキャリアを
設計することができる。

異なる価値観の人間と
共生できる能力を身に
つけ、協同して物事に
取り組むことができる。

英語圏の文化・社会・
歴史に関する知識を深
めることで、高い洞察
力を身につけ、かつそ
れらを自分の言葉で説
明することができる。

十分な英語によるコ
ミュニケーション能力お
よび希望する職種に必
要とされる幅広い専門
知識（英語教育、ＩＴ関
連、ビジネス、観光・航
空など）とスキルを身
につけ、それぞれの進
路でそれらを実践的に
活かすことができる。

自分の意見を発信する
ために、必要な情報を
収集・分析し、それらを
まとめて適切に表現す
ることができる。

【Ⅰ 知識・技能】

グローバル社会で活躍
するために、多様な文
化・社会・歴史を尊重
し、異文化理解を深め
ることができる。

情報学概論　A 2 選 ○ ◎ ○ ○ ○

情報学概論　B 2 選 ○ ◎ ○ ○ ○

English Literacy for Information 
and Technology

2 選 ○ ◎ ○ ○ ○

プログラミング研究 2 選 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

Webデザイン研究 2 選 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

Webシステム研究 2 選 ○ 　 ◎ ○ ○ ○ ○

オフィスマネジメント 2 選 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

ビジネスコミュニケーション 2 選 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

◎ ○ ○

◎ ○ ○

◎ ○ ○

◎ ○ ○

現代のビジネス　A 2 選 ○ ◎ ○ ○

現代のビジネス　B 2 選 ○ ◎ ○ ○

国際秘書実務　A 2 選 ○ ◎ ○ ○

国際秘書実務　B 2 選 ○ ◎ ○ ○

Intensive English for Business A 4 選 ○ ◎ ○ ○ ○

Intensive English for Business　
B

4 選 ○ ◎ ○ ○ ○

Advanced Intensive English for 
Business A

4 選 ○ ◎ ○ ○ ○

Advanced Intensive English for 
Business B

4 選 ○ ◎ ○ ○ ○

フライトサービス論 2 選 ○ ● ◎ ○ ○ ○

国際航空業概論 2 選 ○ ● ◎ ○ ○ ○

航空コミュニケーション論 2 選 ○ ● ◎ ○ ○ ○

航空接遇研究 2 選 ○ ● ◎ ○ ○ ○

観光学概論 A 2 選 〇 ◎ ○ ○ ○ ○

観光学概論 B 2 選 〇 ◎ ○ ○ ○ ○

旅行行政 A 2 選 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

旅行行政 B 2 選 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

国内観光概論 2 選 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

海外観光概論 2 選 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

通訳ガイド英語　A 2 選 ○ ◎ ○ ○

通訳ガイド英語　B 2 選 ○ ◎ ○ ○

Intensive English for Hospitality 
A

4 選 ○ ◎ ○ ○ ○

Intensive English for Hospitality 
B

4 選 ○ ◎ ○ ○ ○

Advanced Intensive English for 
Hospitality A

4 選 ○ ◎ ○ ○ ○

Advanced Intensive English for 
Hospitality B

4 選 　 ○ ◎ ○ ○ ○週2回開講

週2回開講

週2回開講

週2回開講

週2回開講

週2回開講

週2回開講

ANA総研によ
る授業

ANA総研によ
る授業

ANA総研によ
る授業

ANA総研によ
る授業

週2回開講

時事英語研究　B 2 選 ○

時事英語研究　A 2 選 ○
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